
小さい頃から宇宙に興味を抱いてい

た井上氏は、「宇宙に行くには、工学、

医学を身に付けた人が必要とされる。

それには、絶対数の少ない薬学に携わ

るのが、近道ではないかと考えた」と

薬学の道を選んだ理由を打ち明ける。

希望通りに1975年４月、名古屋市立

大学薬学部に入学。学部時代に所属し

た微生物学教室で分子生物学の研究に

興味を持ち、修士課程までバクテリア

のホスホリパーゼ研究に従事した。そ

の後、慕っていた奥山治美助教授が生

化学教室の教授に栄転したのを機に、

博士課程からは生化学教室に移籍。イ

ノシトールリン脂質の代謝改善の研究

に携わり、ホスファチジン酸というリ

ン脂質を分解する新しいタイプの酵素

を発見した。

博士課程卒業後の84年から、米国のミシガ

ン州立大学に留学。プロスタサイクリンの合

成酵素の研究に着手し、動脈硬化防止を目的

に、血液凝固を抑制する酵素の一次構造を決

める研究を行った。86年には母校の生薬学教

室に戻り、荻原幸夫教授の助手として、漢方

処方を生化学的に解明する研究に取り組ん

だ。

一方で、宇宙飛行士への挑戦も諦めていな

かった。27歳の時（85年）には、毛利衛、土

井隆雄、向井千秋の各氏が選ばれたＮＡＳＤ

Ａ（現ＪＡＸＡ）の第１次科学宇宙飛行士募

集に応募。１次審査に合格したものの、米国

留学が決定していたため２次審査への参加は

断念した。

次の挑戦は母校の助手時代。92年に行

われたＮＡＳＤＡの第２次科学宇宙飛行

士募集に応募。２次審査まで合格したが、

最終審査で夢は敗れた。「最終審査では、

宇宙飛行士になった若田光一さんを含む

２次審査合格者約40人と、１週間病院に

泊り込んだ。そこまで残れたことは満足

だった」と振り返る。

05年から愛知学院大学薬学部薬用資源

学教授に就任。古来から用いられてきた

漢方処方の中から、関節リウマチやメタ

ボリック症候群に有効な成分を解明し、

新たな方剤を開発する研究に本格的に取

り組んだ。

生活習慣病などは、環境要因や体質の

違いなど、様々な要因が絡み合って発症

するだけに、原因を特定しやすい感染症

と違って、ターゲットを１つに絞って制御す

るのは難しい。その点漢方は、体の表面に現

れる反応や患者の訴えなどを証として捉え、

患者個人に即した最適な治療や漢方処方を行

う。「一見、原始的に見えるが、複数の要因

が重なり合って引き起こされる生活習慣病の

治療では、理に適っている」と井上氏は言う。

それに、「化学合成剤に比べ、生体内の機能

をマイルドに調整する漢方薬は、副作用が少

ない」と利点を挙げる。

ただ、「テーラーメイド医療の原点となる

証の科学的解明は難しい」のも現実。そこで

井上氏は、「漢方処方を１つずつバラし、ヒ

ト疾患モデルで効果のあったものを薬理・生

化学的手法で解析し、有効成分を調べた上で、

もう一度方剤を組み立てる研究を進めてい

る」という。

研究を通して、関節リウマチに用いる甘草

附子の解析から、免疫調節作用を示す核内受

容体の１つであるレチノイン酸レセプターに

結合する有効成分も見出した。さらに、同レ

セプターに結合する成分を有する「大防風湯」

にも、同様の機序による抗リウマチ作用が期

待できるとしている。
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「研究の世界は平等なので、アイデア１つで最先

端の仕事に携わることができ、トップ研究者からも

評価される」と語るのは、愛知学院大学薬用資源学

の井上誠教授。古来から用いられてきた漢方処方の

有効成分を薬

理学的・生化

学的に解析し、新しい漢方処方を作るというユニークな

研究に取り組んでいる。特に現在は、関節リウマチやメ

タボリック症候群に有効な漢方成分の探索、それに基づ

く新たな方剤の開発を進めている。その斬新な発想は、

幼い頃から宇宙飛行士になることを夢見た井上氏だけに、

未知の世界に対する強い好奇心が大きな原動力になって

いる。
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「未知の世界」への好奇心が研究を牽引
もう１つの研究の柱は、動脈硬化に

有効な漢方薬の解明だ。平滑筋細胞や

マクロファージ、内皮細胞に作用する

と考えられる100種類の繁用生薬をピ

ックアップしてスクリーニングを行っ

た結果、選択的に平滑筋細胞の増殖を

抑制するアルカロイドを含有する生薬

や、マクロファージからのコレステロ

ール排泄を促進する成分を含有する生

薬などを見出した。それらの生薬を基本に、

10種類の生薬の組み合わせで、動脈硬化に有

効な新処方を検討している。

「どの研究者でも、アイデア１つで最先端

の仕事に取り組めるという点で、研究の世界

は平等」だが、「研究の世界で勝負したいな

ら、それだけの知識を身に付けるのがルール」

だと井上氏。「学生時代は、できるだけ多く

の人とディスカッションして、疑問に思った

こと、理解できなかったことを、納得するま

で質問することを心がけてほしい」と、アド

バイスを送っている。

井上教授の研究室スタッフ




